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「みえる通訳」避難所支援プランの概要

「みえる通訳」避難所支援プランは、有事の際に避難所などにおいて在留外国人との

コミュニケーションの課題を解決することが可能です。

また手話通訳がご利用いただけることから聴覚障害者とのコミュニケーションもスムーズ

に行うことが可能です。
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【主な解決可能な課題】

・避難所などにおける外国人とのコミュニケーションの課題

・避難所などにおける聴覚障がい者とのコミュニケーションの課題

・避難所でのタブレットの有効活用
（避難所と災害対策本部間でのコミュニケーションツール等）



現状の課題
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「要配慮者」としての外国人 • 言葉の壁や文化や習慣、宗教上の配慮など、避難生活での情報や
サービスの提供で配慮が必要
＊要配慮者・・・災害対策基本法に定められている災害が発生した時に配慮を要する者（高齢者・障がい者・外国人など）

「避難行動要支援者」としての外国人 • 日本語がわからないため、「危険情報」が届かない • 災害や避難に
関する知識に濃淡があり、地理にも不案内なので、適切な避難行動がとれない
＊避難行動要支援者・・・災害時の避難行動や避難所などでの生活が困難な方

情報の多言語化だけでなく、外国人の特性に配慮した対応が必要
「自分の言語で話ができる」「周囲の日本人とのあいだをつないでくれる」

という安心感を提供することが重要！

◆具体例
• 災害時にしか出てこない日本語による混乱（例：不通、救援、給水…）
• 直訳しても意味が伝わらない（例：余震に気をつけましょう、ご自由にお取りください）
• 外国人の存在を知らないことによる誤解に起因する排除や差別
• 外国人の行動に対する誤解に起因する排除や差別



みえる避難所支援プラン（みえる通訳）
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▼対応言語

英語 中国語(北京語) 韓国語 タイ語

ロシア語

ポルトガル語 スペイン語 ベトナム語

フランス語 タガログ語 ヒンディー語 インドネシア語
ネパール語

▼提供時間
・英語/中国語/韓国語/ポルトガル語/スペイン語：24時間 365日
・タイ語：9：00～21：00 365日
・ベトナム語：9：00～20：00 365日
・ロシア語：9：00～18：00 平日のみ
・フランス語/タガログ語：9：00～19：00 平日のみ
・ネパール語/ヒンディー語/インドネシア語：9：00～18：00 平日のみ
・手話通訳（日本手話）：8：00～20：00 365日 ご契約後に提供する両面ステッカーイメージ



みえる通訳避難所支援プラン（たっち通訳）
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▼BCP対策としてオフラインでも使える指さし会話シートアプリをご用意します。
避難所専用シートで入所時の手続きから入所中、又は退所時のやり取りがオフラインでもご利用いただくことが可能です。
音声再生機能もあるのでスピーディーにご案内ができます。
（みえる通訳と同じ１３ヵ国語に対応）



利用方法
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タブレットとしての活用例
・避難所⇔災害対策本部間でのコミュニケーションツールとして
・Lineなどを活用した避難所⇔災害対策本部（又は避難所間）との連絡網として
・災害情報などをリアルタイムにタブレットから情報を入手
・各種調べ事やその他お役立ちツールとして

使い方はカンタン！
通訳を必要とする言語をタップするだけ。

① ②

オペレーターが応答。通訳を実施します。



ご利用シーン
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みえる通訳避難所支援プラン
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プラン 初期費用 月額利用料 年額利用料

みえる通訳ライセンスのみ 1,000円/ID 1,000円/ID 12,000円/ID

みえる通訳ライセンス＆端末レンタル 5,000円/ID 3,500円/ID 42,000円/ID

(単位:円・税抜)

◆参考：みえる通訳通常プラン ※タブレットレンタルは別途料金

＊タブレットの通信容量は１GB（１ヵ月繰越可）となります。4,000円/ID（３GB）4,500円/ID（６GB）からもお選びいただけます。



料金プラン補足
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・避難所支援プランは、災害時に避難所が開設した際での利用を原則としております。
(防災訓練などの際に年１～２回程度ご利用頂くことは可能)

・スタンダードプラン相当の１３ヶ国語+手話がご利用可能です。
・年度契約でのご提供となります。
・最低５IDからのご提供となります。
・iPadレンタルの通信容量は右記からも選択いただけます。4,000円/ID（３GB）4,500円/ID（６GB）



ご参考情報
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熊本日日新聞 2017年5月17日

熊本日日新聞 2017年5月18日



文京区での導入実績
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文京区 報道発表資料より 2022年4月27日

■文京区、区内にある全避難所３６カ所で導入

2022年４月より「みえる通訳」の避難所支援プランを区内の避難所36カ所でご採用いただきました。

文京区には約10,000人の在留外国人がおり、言葉の壁や習慣、宗教上の配慮といった観点から災害時の在留外

国人に対する避難支援が課題となっておりました。

また、タブレット端末には本年度４月より運用を開始した「文京区災害情報システム」のアプリケーションも入れてお

り、避難所運営を行う区職員の円滑な情報連絡手段としてもご活用いただく予定です。

ポイント

１．「みえる通訳」により避難所での外国人対応や手話通訳がスムーズに

２．文京区災害情報システムをプリインストールすることで避難所・災害対策本部間でのやり取りが

スムーズに

３．避難所の開設状況、混雑状況も現場（避難所）からリアルライムに更新可能に
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